
《

研
究
ノ

ー

ト
》

ス

ペ

イ

ン

に

お

け
る

国
家
持
株
制
度
に

つ

い

て

( 73 ) 研 究 ノ ー ト

黒

田

清

彦

は
い
レ

め

に

一

､

I

N

I

創
設

時
の

状

況

二
､

傘
下
の

企
業
部

門

三
､

株

式

参
加
の

態

様

と

外

国

資
本

四
､

今

後
の

展
望

1
結
び

に

代

え
て

は

じ
め

に

ー
今
日

の

ス

ペ

イ
ン

に

お

け

る

公
企
業
の

機
能
は
､

純
粋
に

テ

ク

ノ

タ

ラ

テ
ィ

ツ

タ

な

規
準
を

以
っ

て

し
て

は
､

即
ち
､

補
助
･

助
成
の

原
則

に

訴
え
る

の

み

で

は
､

決
定
し

得
な
い

｡

問
題
は
､

公
企
業
が
､

純
粋
な

市
場
経
済
か

経
済
集
産
主
義
(

…
-

害
t
i

5.S
ヨ
O

e
C

O
ロ

ひ

m
i

c

O
)

か

と

い

う

両
極
端
の

間
で
､

非
常
に

重

要
な

経
験
と

な

り

得
る

と
こ

ろ

の

ス

ペ

イ
ン

社
会
の
一

概
念
で

あ
る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

政
治
的
選
択
の

枠
内
で
､

公
共
産

業
持
株
会
社
と

し
て

の

I

N

I

は
､

よ

り

均
衡
の

と
れ

た
､

よ

り

正

当
な

社
会
を

現
出
す
る

た

め

の
､

政

府
の

偉
大
な

手
段
で

あ
る
｡

-

こ

れ

は
､

昨
年
六

月
､

I

N

I

(

H

ロ
S

t

芹

已
｡

宅

荒
-

○
ロ

巴

d
e

i

ロ

き
ー

甲

t

ユ
P
‥

ス

ペ

イ
ン

産
業
公
団
)

の

オ

ル

ド
ニ

ェ

ス

(

句
r

昌
C

訂
n

O

句
e

⊇

ぎ
計
N

O

邑
○

欝
N

)

絵
裁
が

述
べ

た

言
葉
で

あ

る

が
､

今
日
､

ス

ペ

イ
ン

経
済
に

お

い

て

国
家
が

強
力
に

企
業
統
制
を

行
っ

て

い

る

事
実
と

そ
の

重

要
性
を

強
調
し

て

い

る
｡

I

N

l

は
､

一

九
三

六

年
に

始
ま

り
､

一

九

三

九
年
に

終
結
し
た

市
民

戦
争
(

G

畠
【
r

P

C
i

ま
】
)

に

よ
っ

て

極
度
に

疲
幣
し

た
ス

ペ

イ
ン

経

済

を

建
て

直
す

た

め

に
､

一

九
四
一

年
に

創
設
さ

れ

た

国
家

持
株
制

度
で

あ
る
｡

イ

タ

リ

ア

の

l

R

I

(

Ⅰ

ロ
S
t
ト

t

已
○

唱
1

-

P

河
訂

呂
S
t

2
N
i

O
ロ
e

H

ロ

d
亡
∽
t

芋

(

1

)

a
-

e
‥

産
業
復
興
公
団
)

に

倣
っ

た

も
の

と

も

言
わ

れ
､

そ

の

実
態
は
､

私

の

か

ね

て

よ

り

の

興

味
の

対

象
で

あ
る

が
､

未
だ

(

三

月
現
在
)

手
元
に

届
か

ぬ

資
料
が

あ
っ

て
､

充
分
な

解
明
が

で

き

な

い

こ

と

を

残
念
に

思
う
｡

本
稿
が

発
表
さ

れ

る

頃
ま

で

に

ほ
､

最
新
の

デ
ー

タ
ー

も

入

手
で

き

て

い

よ

う
｡

そ

れ

は

機
会
を

改
め
て

紹

介
す
る

こ

と

と

し
､

と

り

あ

え

ず
今
回

は
､

手
持
ち

の

乏
し
い

資
料
と

私
の

留
学
中
(

一

九
七

〇
年
九
月

1
一

九
七

三

年
二

月
)

の

諸
体
験
か

ら

得
た

知
識
を

以
っ

て
､

可
能
な

限
り

正

(

2
)

確
な

数
字
を

挙
げ

て

述
べ

て

み

た
い
｡

(

1
)

∽
e

b

冨
t
i

町

ロ

E
賀
t

F
･

河
e
t

O
】

辻
-
】

○

∴
■

L
p

E

m
勺

記
∽

p

勺

已
じ

亡
O

P

c

O

m
O

A
l

t

実
ロ
p
t
i

く

P
こ

.

河
.

D
.

呂
.

.

く
○
-
.

舛
｢
H

く
､

2
〇
.

岩
山

l

-

○

か
.

ワ

g
.

呂
】

邑
ユ

戸

-

芸
P

(

2
)

在
西
日

本

大
使
館

そ
の

他
の

依

願
で
､

N

E

E

と

当

時
開

発
計

画

大

臣
で

あ
っ

た
ロ

ペ

ス

･

ロ

ド
ー

(

J

甘
O

N

R
O

d
ひ
)

氏

と

の

会

見
や

i

N

I

代

表
と

日

本

経
済

界
代

表
と

の

会
談
等
に

お

い

て

通

訳

の

任
を

果
た

し

た

折
の

メ

モ

も

参
照

し

た
｡

3 4 J



一 橋論叢 第 七 十 四巷 第三 号 ( 7 4 )

一

I

N

I

創
設
時
の

状
況

I

N

I

の

設

置
を

定
め

た
一

九
四
一

年
九

月
二

十
五

日

法
の

前
文
に

は
､

次
の

よ

う
に

謳
わ
れ

て

い

る
｡

｢

-
我
が

国
に

は
､

こ

れ

ら

の

大
き

な

産
業
計
画
に

融

資
し

得
る

機

関
ほ

存
在
し

な
い
｡

な
ぜ

な
ら
､

現
在
の

金
融
会
社
は
､

そ
の

構
成
か

ら

し

て
､

ま

た

短
期
融
資
を

専
門
と

し

て

い

る
こ

と
か

ら

し
て
､

こ

の

目
的

を

達
成
す

る

た

め

の

機
関
と

は

言
え

な
い

か

ら

で

あ

る
｡

-
-
-

(

中
略
)

-
然
れ

ば
､

各
産
業
を

刺
激
し
っ

つ
､

新
た

な

生

産
源
の

創
出
と

現
存

す

る

生

産
源
の

拡
大
を

推
進
す
る

我
が

国

産
業
再
建
の

大
計
画
に

形
を
つ

け

現
実
化
せ

し

め

得
る

と

こ

ろ
の
､

経
済
力
と

法

人

格

を

備
え

た

機

構

(

O
r

g

巴
-
-

ロ

m
O
)

の

必

要
性
が

生

じ
て

く
る
｡

1
+

右
の

よ

う
な

大
前
提
に

立
っ

て
､

同
法

第
一

条
は
､

特
に

国
防
に

重
要

な

関
わ

り

を

持
つ

産
業
の

再
建
と

自
給
自
足
経
済
を

強
調
し

て

い

る
｡

か

か

る

方
向
ほ
､

当
時
既
に

進
め

ら

れ
て

い

た

｢

イ
ベ

リ

ア

航

空

株

式

会

(

1
)

社
+

の

国
有
化
(

一

九
四

〇
年
六

月
七

日

法

-
国
有
化
が

完
了
し

た

の

は
一

九
四
三

年
十
一

月
)
､

一

九
四
一

年
一

月
二

十
四
日

法
に

よ

る

R

E

N

F

E

(

R
e

包

2
P

2 .

〇
ロ

巴

d
e

-

O
S

『
e

r

;
¢

p
】

已
-

e
∽

E
∽

p
p

抄
○
-

e

s
‥

ス

ぺ

(

2
)

イ
ン

国
有
鉄
道
網
)

の

誕
生

等
の

動
き

と

無
関
係
で

は

な

い
｡

同
時
に
､

当
時
の

国
際
政
治
上

の

緊
張
関
係
が

各
国
に

統
制
政
策
を

も

た

ら

し

た

と

い

う
こ

と

も

考
慮
に

入

れ

る
ぺ

き
で

あ

ろ

う
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

I

N

I

は
､

国
際
的
緊
張
を

背
景
と

し
て
､

∵

内
戦
に

よ

る

ス

ペ

イ
ン

経

済
の

荒
廃

状
態
か

ら

要
求
さ

れ

た

国
家
的
手
段
と

し
て

誕
生
し

た

の

で

あ

る
｡

ス

ペ

イ
ン

市
民

戦
争
に

引
き

続
い

て

起
こ

っ

た

第
二

次
世

界
大
戦
に

お

い

て

は
､

ス

ペ

イ
ン

は
､

市
民

戦
争
で

反
乱
軍
を

強
力
に

支

援

し

た

ナ

戯
(

J

チ
･

ド

イ

ツ

の

再
三

の

参
戦
要
請
に

も

拘
ら

ず
､

国
家
経
済
再
建
の

た

め

に

中
立
を

維
持
し
た

が
､

そ

の

自
給
自
足
経
済
に

と
っ

て
､

I

N

I

は

重

要
な

役
割
を

果
た

し
た
｡

大
戦
中
だ

け

で

も
､

I

N

I

が

設

立
ま

た

ほ

(

3
)

増
･

融
資
し
た

企
業
は

十
社
を

超
え

る
｡

第
二

次
世
界
大
戦
後
､

ス

ペ

イ
ン

は
､

そ
の

政
治
体
制
の

故
に
､

国
際

(

4
)

政
治
･

経
済
界
か

ら

閉
め

出
さ

れ
､

全
く

孤
立
状
態
に

追
い

込
ま

れ

た
｡

従
っ

て
､

マ

ー

シ

ャ

ル

･

プ

ラ
ン

に

よ

る

援
助
も

受
け

ら

れ

ず
､

殆
ど

自

力
で

経
済
再
建
と
エ

業
化
を

進
め

な

け

れ

ば

な

ら

な
か
っ

た
｡

か

か

る

状

況
の

下
で
､

I

N

I

は
､

ス

ペ

イ
ン

経
済
に

と
っ

て
､

ま

す
ま

す

重

要
性

を

帯
び

た

の

で

あ

る
｡

(

1
)

国
有

化

以

前
の

名

称

は

C

O

m
勺

乳
｢

F

呂
e

昌
平
ロ
t

ロ

A
ロ

中
ロ
一

日
p

:
H

b
e

ユ
p
｡

(

株
式

会

社
イ
ベ

リ

ア
)
､

国

有
化

後
は
I

b
e

r

ぎ
.

S
0

2 .
?

d

邑

A
ロ

か
ロ
ー

m
p

(

イ
べ

ヮ

ア

株
式

会

社
)

で
､

い

ず
れ

も

｢

航
空
+

を

意
味
す

る

語
を

含
ま

な
い

が
､

こ

こ

で

ほ

便
宜
上
こ

の

語
を

付

し

た
｡

(

2
)

同

旨
､

∽
e

b

琵
t
-

恥

ロ

E
p
【

氏
n
･

河
毘
O
r
t

E
〇
.

〇

ワ

2 .
t

こ

宇

治
.

(

3
)

例
え

ば
､

造

船

業

E
-

9
P

n

O

(

商

船
)
､

せ
p
N

中

ロ

(

軍

艦
)
､

石

油
の

C

巴
く

O

S
O
t
e
-

○

等
で

あ

る
｡

(

4
)

フ

ラ

ン

コ

政

権
の

体

質
に

対

す

る

嫌
悪

感

に

か

て

て

加

え
て
､

特
に
ベ

ネ
ル

ッ

ク

ス

三

国

な
ど

ほ
､

十
六

世

紀
の

ス

ペ

イ
ン

帝

国
に

ょ

る

支

配
と
プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

弾
圧
と
い

う

歴

史

的

事
実
に

対

す
る

潜
在
的

な

遺
恨
を

持
っ

て

い

る

と

言
わ

れ
､

E

E

C
へ

の

加

盟
が

実

現
し

な
い

一

つ

の

要
因
も
そ

こ

に

あ

る

と

言

わ

れ

て

■い
る
｡

ち

な
み



( 7 5 ) 研 究 ノ
ー ト

主 な 企 業憲蒜
企

ト ヶ ッ ト シ ェ ア】業 撃l
A E S A

,
B A Z A N ( 主 に 海軍用) , A S T A N O

S E A T ( イ タ リ ア の F I A T と 技 術 提 携) ,
E N A S A ( 主 に バ ス ･ ト ラ ツ タ)

R E P E S A
,
C A L V O S O T E L O , H I S P A N O I L

E N S I D E S A , ロ N I S A

E ロN O S A , P O T A S A S D E N A V A R R A

E N D A S A ( ア ル ミ)

8 8 %

4 8 %

3 7 %

不 明

3 0 %(害㌣
O S A

)
不 明

船

輌

道

立
T

石 油

製 鉄

鉱 彙

非鉄金属

E S P A 村A 7 4 N o 1 4 .

に
､

ス

ベ

イ
ン

が

国
際
連

合
へ

の

加

入

を

認

め

ら

れ

た
の

ほ
､

一

九

五
五

年
で

あ

る
｡

二

傘
下
の

企
業
部
門

I

N

I

傘
下
の

業
種
は
､

車

輌
､

製
鉄
､

造
船
､

石
油
､

肥

料
､

織
推
､

航
空
､

電
話
､

電

力
､

漁
業
等
多
岐
に

及
ん

で

い

る
｡

最
近
工

業
省
(

呂
ビ

已
s

t

e

ユ
O

d
O

H

已
宏
t
r
i

且

が

発
表
し

た

一

九

七
三

年
に

お

け

る

統
計
に

よ

る

と
､

I

N

I

は
､

資
本
総

額
一

千
二

百
九

十
一

億
一

千

四

百
万
ペ

セ

タ

(

邦
貨
約
六

千

四

百
五

十
六

億
円
)

に

よ

る

五

十

八

の

企

業
に

直

接

参

加
(

後

述
)

し
て

お

り
､

こ

れ

ら

五

十

八

社
の

売

上

高
ほ
､

三

千
五

十

六

億
一

千

五

百

万
ペ

セ

タ

(

邦

貨
約
一

兆
五

千
二

百
八

十

二

億
円
)
､

そ

の

従

業

員
ほ

二

十
二

万

六

百
八

十
九
人
を

数
え

る
｡

売
上

高
に

関
し
て

ス

ぺ

イ

ン

の

大
企
業
に

序
列
を
つ

け
れ

ば
､

上

位
二

十
五

社
の

中
､

九
社
が

I

N

I

傘
下

で

あ

り
､

そ

の

中
で
､

S

E

A

T

(

自

動
車
)
､

E

N

S

I

D

E

S

A

(

製
鉄
)

お
よ

び
A

E

S

A

(

造
船
)

が

各
々

一

位
､

三

位
お

よ

び

五

位
を

占
め

て

い

る
｡

貧
弱
な

デ
ー

タ
ー

で

は

あ

る

が
､

I

N

I

傘
下
企
業
の

中
､

主
な

も
の

を

業
種
別
に

挙
げ
､

一

九
七

三

年

末
に

お

け
る

マ

ー

ケ
ッ

ト
･

シ
ェ

ア

に

つ

い

て

も

調
べ

て

み

た

(

上

記
表

参
照
)
｡

な

お
､

こ

の

他
､

電
気
､

水
道
､

ガ

ス

に

関
し
て

は
､

八

社
が

I

N

I

傘
下
で

あ

り
､

そ
の

シ

ェ

ア

は

三

十
七

%

で

あ

る
｡

三

株
式

参
加
の

態
様
と

外
国
資
本

Ⅰ

甲
Ⅰ

は
､

一

九
七

三

年
十
二

月
三

十
一

日

の

時
点
に

お
い

て
､

五

十

八

社
の

株
式
を
い

わ

ゆ
る

｢

直
接
参
加
(

勺

胃
t

訂

甘

邑
訂
d

岳
.

n
t

且
+

の

形
で

保
有
し

て

い

る
｡

I

N

I

の

出
資
率

全
山

徴

出
資

五

十

%
以

上

五

十

%
未

満

そ
の

態
様
は

次
の

よ

う
に

分
類
さ

れ

る
｡

企

業
数

十
五

三

十

十
三

I

N

I

が

直
接
に

抹
式

参
加

し

て

い

る

企

業
の

他
に
､

｢

間

接

参
加

(

p

寛
t
i

c

甘

胃
㌫
ロ

F
d

甘

栗
t

p
)

+

の

形
で

I

N

I

の

影
響
下
に

あ

る

企

業

も

あ
る
｡

こ

れ

は
､

右
に

述
べ

た
I

N

I

直
接
参
加
企
業
が

株

式
を

保

有

す
る

こ

と

に

よ

り
､

結
果
的
に

は
､

I

N

I

が

間
接
的
に

株
式

参
加
し
て

っ

J

い

る

こ

と

に

な

る

と
い

う
湯
合
で

あ
る
｡

こ

の

形
に

お

い

て

I

N

I

が

関
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与
し
て

い

る

企
業
は
､

一

九
七
三

年
十
二

月
三

十
一

日

の

時
点
で

は
､

百

七

十
五

社
で

あ

る
｡

そ
の

中
五

十
三

社
は

I

N

I

の

支
配
･

統
制
を

受
け

て

い

る

と

考
え

る
こ

と

が
で

き
る
｡

即
ち
､

こ

れ

ら

五

十
三

社
は
､

I

N

I

が

五

十
%

以

上

の

株
式
を

保
有
し
て

い

る

傘
下
企
業
か

ら
､

五

十
%

以

上
の

出
資
を

受
け

て

い

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

と
こ

ろ

で
､

ス

ペ

イ
ン

は
､

戦
後
数
年
間
､

国
際
的

孤
立
の

中
､

外
国

資
本
を

嫌
い
､

主
と

し
て

政
府
借
入

れ

に

よ
っ

て

工

業
化
を

進
め

た
が

た

め

に
､

イ
ン

フ

レ

が

冗
逢
し
た
｡

こ

の

経

済
危
機
を

打
開
す

る

た

め
､

一

九
五

八

年
に

経
済
安
定
計
画
が

実
施
さ

れ

た
｡

同
計
画
の
一

環
と

し
て
､

外
資
導
入

が

捉
進
さ
れ
､

国
内
企
業
に

対

す

る

外
資
の

参
加
率
は
､

従
来

(

1
)

の

二

十
五

%
か

ら
五

十
%
に

引
き

上

げ

ら

れ

た
｡

こ

の

外
資
導
入
の

促
進

は
､

一

九
六

四

年
に

始
ま
っ

た

経
済
発
展
四

ケ

年
計
画
に

も

引
き

継
が

れ
､

(

2
)

以

後
､

外
国
資
本
は

大
幅
に

増
加
し

て

い

る
｡

前
記
五

十
八
の

I

N

I

直
接
参
加
企
業
に

つ

い

て

見
れ

ば
､

十
二

企
業

が

外
国
資
本
を

受
け

て

お

り
､

そ

の

中
五

企

業
は

石

油
部
門
ま

た

ほ

石
油

化
学
部
門
に

属
す
る
｡

I

N

I

傘
下
の

企

業
(

計
二

百
三

十
三
)

に

出
資

し
て

い

る

外
国
企
業
の

内

訳
ほ
､

米
合
衆

国
六

社
､

フ

ラ
ン

ス

三

社
､

西

ド

イ
ツ

三

社
､

そ

し

て

カ

ナ

ダ
､

イ

タ

リ

ア
､

ス

エ

ー

デ
ン

お

よ

び

ス

イ

ス

が

各
一

社
で

あ

る
｡

I

N

I

グ

ル

ー

プ

に

お

け
る

外
資
の

参
加
率
は

三
､

五

八
%

で

あ

る
｡

(

1
)

在
ス

ペ

イ
ン

日

本

国

大

使
館

編
､

外

務

省

欧

亜
局

監

修
｢

ス

ペ

イ
ン

国
+

(

せ

界
各

国

便
覧
叢
書
)
､

日

本

国

際

問
題
研

究

所
､

一

九

六

六

年
､

七

十
一

頁
｡

(

2
)

現

在
ス

ペ

イ
ン

で

は
､

第
三

次

産

済
発

展
四
ケ

年

計

画

(

i

-
H

勺
-

賀

計

ウ
e

s

p
l

r

O
-
1

0

-

宅
N

-
-

ミ
h
)

を

実

施
中
で

あ

る
｡

外

資

由
っ

∂

導
入
に

関

し
て

は
､

少
々

古
い

統

計
に

な

る

が
､

一

九

六

〇

年
に

約

七

百

万

ド
ル

だ

っ

た
も

の

が
､

一

九

七

〇

年
に

は

約
二

十
一

億
ド
ル

と

飛

躍
的
に

増

大
し

て

い

る

(

出
P
ロ
C

O

C
①

ロ
t

r

巴

㌧
E
切

t

邑
-

O
S

E
ウ
リ
･

ロ

か

ヨ
訂
○

㌔
【

竜
一

参
照
)
｡

外

資
導
入
の

増
大

は
､

最
近
の

ス

ペ

イ

ン

経
済
の

高
度
成

長
の

要
因
の

一

つ

に

数

え

上

げ

ら

れ

て

い

る
｡

四

今

後
の

展
望

-
結
び

に

代
え

て

戦

後
経
済
の

復
興
と

い

う

悲
願
を

契
機
と

し
て

設
置
さ
れ

た
:

N

l

は
､

三

十

数
年
問
に

わ
た
っ

て
､

ス

ペ

イ
ン

の

経
済
統
制
政
策
推
進
の

重

要
な

役
割
を

果
た

し
て

き
た
｡

最
近

の

め

ざ

ま

し

い

ス

ペ

イ
ン

経
済
の

発
展
は
､

I

N

I

に

負
う

と
こ

ろ

が

大
き
い

と

言
え

る

で

あ

ろ

う
｡

そ
れ

で

は
､

当

初
の

目
的
を
一

応
果
し

た

I

N

I

は
､

今

後
ど

う
い

う
方
向
に

進
む
の

で

あ

ろ

う
か
｡

最
近

I

N

I

当

局
か

ら

発
表
さ
れ

た

今
後
の

目
標
を

箇
条
書

に

ま

と

め
て

み

よ

う
｡

一

､

独
占
現
象
と

闘
い

つ

つ
､

国
内
産
業
の

あ
ら

ゆ
る

重

要
な

部
門
に

お

け
る

競
争
(

c

｡
ロ
C

亡
H

【

昌
C

且
を

で

き

る

だ

け

助
長
す

る
｡

一

､

中
期
お

よ

び

長
期
の

経
済
計
画
の

面
か

ら
､

政
府
の

有
効
な

政
策

手
段
と

な

る
｡

一

､

貿
易
収
支
の

赤
字
を

是
正

す
べ

く
､

外
国
か

ら
の

長
期
融
資
の

途

を

開
拓
す

る
｡

一

､

貿
易
収
支
改

善
の

た

め
､

ス

ペ

イ
ン

製
品
を

奨
励
す
る
｡

こ

の

た

め
､

現
在
､

取
引
を

緊
密
に

す
る

可
能
性
の

あ

る

国
々

に

I

N

I

常
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設
代
表
部
を

置
く

計
画
が

進
め

ら
れ

て

い

る
｡

一

､

国
の

内
外
に

資
源
を

開

拓
い
)

価

蒋
の

安
定
と
よ

り

良
い

供
給
を

は
か

る
｡

一

､

企
業
の

国
内
的
お

よ

び

国
際
的

競
争
力
(

c

O

ヨ
p
e

t

r
ユ

計
e

を

改

善
す

る
た

め
､

同
一

部
門
に

お

け

る

企
業
の

再
編
と

集
中
の

プ
ロ

セ

ス

を

維
持
す
る
｡

一

､

高
度
の

技
術
産
業
を

奨
励
し
､

外
国
の

技
術
導
入
に

よ
っ

て
､

外

国
資
本
に

支
配
さ

れ
､

ま

た

は

こ

れ
へ

の

従
属
が

も

た

ら

さ
れ

る

こ

と

を

予

防
す
る
｡

一

､

国
防
の

た

め
に

軍

需
を

満
た

し
て

い

く
｡

本
稿
の

冒
頭
に

掲
げ

た
I

N

I

総
裁
の

発
言
と

合
わ

せ

考
え

て

み

る

と
､

I

N

I

ほ

今
後
も
ス

ペ

イ
ン

経
済
社
会
に

お

い

て

重

要
な

役
割
を

果
た

し

て

い

く
で

あ

ろ

う
｡

実

際
､

市
民

戦
争
後
の

荒
廃
し

た

ス

ペ

イ
ン

を

今
日

の

状
態
に

復
興
せ

し

め

た
の

が
､

政
府
に

よ

る

企
画
的
な

経
済
統
制
政
策

で

あ
っ

た

こ

と

は
､

多
く
の

人
々

の

認
め
る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

し
か

し
な

が

ら
､

こ

こ

で

視
点
を

変
え
て

考
え

る

な
ら

ば
､

国
家
に

よ

る
か

か

る

統
制
が

三

十

有
余
年
も

続
け

ら
れ

て

い

る

と

い

う
こ

と

は
､

我
々

に

と
っ

て
､

驚
異
的
と

も

映
る

の

で

は

な
か

ろ

う
か
｡

あ

る

い

は
､

こ

れ

に

よ
っ

て

企
業
が

成
長
発
展
し

て

き

た

事
実
の

慕
に

は
､

こ

れ

を

受

容
す

る

何
か

｢

ス

ペ

イ
ン

的
な

体
質
+

と

で

皇
弓
フ
ぺ

き

も
の

が

潜
ん

で

い

る

の

で

あ

ろ

う
か
｡

も

し
そ

う
だ

と

す
れ

ば
､

か

か
る

体
質
ほ
､

ド

ラ

ス

テ
ィ

ブ

タ

な

革
命
で

も

起
こ

ら

な

い

限
り

(

あ

る

い

は
､

た

と
え

起
こ

っ

て

も
)

存
続
す
る

で

あ

ろ

う
し
､

従
っ

て
､

ス

ペ

イ
ン

の

国
家
的
産
済

統
制
ほ

今
後
も

続
く
で

あ

ろ

う
｡

そ
れ

が

政
治
体
制
の

如
何
と

関
係
あ

る

や

香
や
は
､

今
の

私
に

は

わ

か

ら

な
い
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

I

N

I

の

よ

う
な

上
か

ら

の

単
一

的
支
配
機
構
が

な

け

れ

ば
､

ス

ペ

イ
ン

企
業
の

今
日

は

な
か

っ

た

で

あ
ろ

う
し
､

こ

れ

か

ら

も

そ

れ

は

必

要
不

可
欠
の

制
度
な

の

か

も

知
れ

な
い
｡

感
覚
的
に

把
握
す
る

こ

と

は

法
学
徒
と

し
て

慣
ら
れ

る

こ

と
で

ほ

あ

る

け
れ

ど
も
､

私
の

生

活
体
験
か

ら

し
て

も
､

一

般
に

ス

ペ

イ
ン

社
会
光

軸
､

国
家
的
統
制
を

受
け

入
れ

る

何
か

が

あ

る

よ

う
に

思

わ

れ

て

な

ら

な
い

｡

イ

タ
リ

ア

の

国
家
持
株
制
度
に

つ

い

て

吉
永
先
生
が

(

a
)

指
摘
さ

れ

る

｢

カ

ト

リ
シ

ズ

ム

の

ヒ

ア

ラ

ル

シ

ー
+

は
､

ス

ペ

イ
ン

の

場

(

4
)

合
に

も

該
当
し

得
る

興
味
深
い

示
唆
で

は

あ
る

ま

い

か
｡

(

1
)

国

外
で

は
､

ブ

ラ

ジ

ル

に

お

け
る

鉄

鉱
お

よ

び

ボ

ー

キ

サ

イ
ト

の

開
発
､

な

ら

び
に

ナ

イ

ジ

ェ

リ

ア

に

お

け

る

ウ

ラ

ニ

ウ
ム

の

開

発

が

そ
の

例
で

あ

る
｡

(

2
)

こ

の

点
に

つ

い

て

は
､

間

接
的
で

は

あ

る

が
､

国
民

性
の

観
点

か

ら

前

に

指

摘
し

た

(

一

九
七

三

年
六

月

十

九
日

お

よ

び

二

十

日

付

中

部
日

本

新
聞
夕

刊
､

拙
稿

｢

ス

ペ

イ
ン

姓

観
+

)

が
､

そ

こ

に

書

い

た

教

会
の

新
し
い

動
向

と
ス

ペ

イ
ン

に

お

け
る

国

家
持
株
制
度
の

理

念
､

さ

ら

に

は

企
業
=

労
働
共

同

体
理

念
と

の

関
わ

り

合
い

と
い

っ

た

問
題
が
､

興
味
深
い

テ

ー

マ

と

な

り
そ

う
で

あ

る
｡

(

3
)

吉

永
発
助

｢

イ

タ

リ

ア

に

お

け
る

公

益

事

業

形
態
+

(

現

代

公

益

事

業
講
座
第
二

巻
｢

公

益

事
業
形

態

論
+

)

二

八

九

頁
､

電

力

新

報

社
､

昭

和

四

十
九

年
｡

(

4
)

ス

ペ

イ
ン

に

お

け

る

企

業
理

念
と
の

関

連
に

お

い

て

I

N

I

を

ー

h

U

研

究
す
る

こ

と

が

今

優
の

課
題
の

一

つ

で

あ
る

が
､

そ

の

意
味
に

お

3 4
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い

て
､

基

本

法

(

｢
e

y
e
切

句
○

ロ
】

乙
a

m
O

ロ
t

巴
e

s
)

の

一

つ

で

あ

る

国

民

運

動

原

則

法

(

｢
e

y

d
e

勺
ユ
ロ
C
i

勺

訂
s

告
-

呂
○

ま
m
-

e

ロ
t

O

ヨ
甲

0
叫

○
ロ

巴
)

～
一

九
五

七

年
五

月

十
七

日

法

(

但
し
､

一

九

六

七

年

四

月
二

十
一

日

公

布
)

-
の

原

則

第

十
の

次
の

規
定

は

典

味
深
い

｡

｢

ス

ペ

イ
ン

人
の

階

叔
秩

序

(
j

の

1

賀
β

已
p
)
､

義
務

お

よ

び

名

誉

の

根
源
(

O
r

首
e

ロ
)

と

し

て

労
働
が

認

め

ら
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